
大
気
汚
染
防
止
法
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
七
日

参

議

院

環

境

委

員

会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
測
定
記
録
の
改
ざ
ん
等
を
防
止
し
、
排
出
基
準
の
遵
守
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
職
員
に
よ
る
効
果
的

な
立
入
検
査
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
対
す
る
適
切
な
検
査
や
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
方
公
共
団

体
職
員
へ
の
充
実
し
た
研
修
の
実
施
等
、
体
制
整
備
の
支
援
に
努
め
る
こ
と
。

二
、
公
害
防
止
の
自
主
的
取
組
が
事
業
者
の
責
務
と
し
て
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
公
害
防
止
管
理
者
制
度
の
充
実
・
活
用

や
事
業
者
へ
の
普
及
啓
発
等
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
者
に
よ
る
測
定
デ
ー
タ
の
公
表
・
開
示
の
推
進
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
場
等
も
含
め
、
事
業
者
の
自
主
的
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、
税
制
の
優
遇
措
置
の
拡
充
等
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
る
仕
組
み
の
導
入
や
必
要
な
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

三
、
水
質
汚
濁
防
止
法
の
指
定
物
質
に
つ
い
て
は
、
人
の
健
康
や
生
活
環
境
に
係
る
被
害
の
未
然
防
止
の
観
点
か
ら
、
幅
広
く

指
定
す
る
と
と
も
に
、
科
学
的
知
見
を
踏
ま
え
、
適
宜
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
近
年
、
水
質
事
故
件
数
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
者
に
よ
る
事
故
の
原
因
究
明
や
再
発
防
止
に
つ
い
て
、
適
切
な
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う

努
め
る
と
と
も
に
、
事
故
そ
の
も
の
の
減
少
を
図
る
た
め
、
効
果
的
な
未
然
防
止
対
策
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
。

四
、
大
気
汚
染
防
止
法
に
お
け
る
揮
発
性
有
機
化
合
物
や
特
定
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
記
録
義
務
違
反
に
対
す
る
罰
則
に
つ
い

て
も
、
今
後
の
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
対
策
の
進
ち
ょ
く
状
況
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
に
お
け
る
測
定
結
果
の
改
ざ
ん
等
に
つ
い
て
も
、
罰
則
の
必
要
性
を
検
討
す
る
こ
と
。

五
、
環
境
問
題
が
多
様
化
す
る
中
で
、
公
害
問
題
に
対
す
る
危
機
意
識
を
希
薄
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
越
境
大
気
汚
染
対
策
や

地
下
水
汚
染
対
策
等
、
大
気
環
境
や
水
環
境
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
今
後
も
着
実
に
対
応
を
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、

水
行
政
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
。



六
、
蜂
群
崩
壊
症
候
群
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
農
薬
に
つ
い
て
は
、
残
留
農
薬
対
策
の
み
で
な
く
、
水
質
汚
濁
等
に

よ
る
人
の
健
康
や
動
植
物
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
人
へ
の
健
康
影
響
や
生
態
系
へ
の
影
響
な
ど
に
関

す
る
調
査
研
究
を
進
め
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
切
な
対
策
を
行
う
こ
と
。

七
、
環
境
基
準
は
、
常
に
適
切
な
科
学
的
判
断
が
加
え
ら
れ
、
必
要
な
改
定
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
排
出
基
準
と
と

も
に
、
子
ど
も
へ
の
健
康
影
響
等
も
十
分
に
考
慮
し
、
対
象
の
追
加
や
数
値
の
見
直
し
を
適
切
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
有
害

大
気
汚
染
物
質
や
要
監
視
項
目
等
に
つ
い
て
も
、
対
象
の
追
加
や
更
な
る
環
境
基
準
の
設
定
等
の
積
極
的
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
個
別
の
環
境
媒
体
ご
と
の
規
制
の
み
で
な
く
、
環
境
総
体
と
し
て
の
統
合
的
な
環
境
管
理
の
在
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
。

八
、
本
年
が
国
連
の
国
際
生
物
多
様
性
年
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
我
が
国
が
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

）
の
議
長
国
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
生
物
多
様
性
の
確
保
の
た
め
に
生
態
系
保
全
に
係
る
環
境
基
準
の
策
定
に
向
け

10て
関
係
法
制
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
適
切
な
対
策
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


